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論 文

古代東ア ジア にお ける土地計量制度の 変遷
＊

新　井 宏
＊ ＊

The　Transition　of 　Land ・Scaling　System　in　Andent 　East　As 量a

Hiroshi　ARAI

Abstract

　　 The　ancient 　linear　scaling 　system 　in　Korea　and 　Japan　had　not　been　made 　clear ．　But　recently 　a　scale 　unit 　named

Kokanshaku （古韓尺 ：26．7cm）has　been　restored 　inductively　frorn　old 　ruins　and 　verified　from　01d 　documents．　In

addition
，
　the　ancient 　Korean　land　system 　i．e．　Gyeolbu−je　was 　restored 　by　Kokanshaku　to　be　the　decimal　land　scaling

system 　i．e．1chong ； 10　gyeol， 1gyeo1＝100　bu，1bu ＝10　sog 　and 　l　sog ＝10　pa．　As 　l　chong 　was 　square 　ri　in

ancicnt 　east　Asia
，
　l　sog 　was 　calculated 　to　be　g　square 　bo　i．e．3bo × 3　bo．　Here ．bo ；6Kokanshaku ＝ 1．60m ．

Therefore　l　Gyeolbu−je　used 　3　bo　as　the　basic　land　scaling 　unit，　i．e．　Ryangionbo　＝　6　Kokanshakux3 ＝ 4．80m．　Then，

lsog（束）； 23．Om2．　On 　the　other 　hand
，
1　sokusiro （東代）in　the　ancient 　Japanese　land　system 　Daisei　had　been　known

as 　23．0   ．　It　can 　be　calculated 　that　the　Japanese　Daisei　was 　eriginated 　from　the 　Korean 　Gyeolbu −je．　Moreover ，

Ryangjonbo（4．80m）was 　widely 　used 　in　the　planning　of　large−scale　old　mounds 　in　ancient 　Japan．　For　example 　the

largest　Nintoku−Ryo　is　just　100　Ryanglonbo　in　length　and 　the　followings　are 　90，
75

，
60　Rangionbo　and 　so 　on ．

AccoTding　to　the　Chinese　old 　text　Reiki（禮記），　the　lineaT　scaling 　unit　in　the　Chou　dynasty　was 　1．60　m 　which 　agrees

well 　with 　the　bo　in　Gyeolbu−je　and 　Daisei．　As　the　result　the　ancient 　land　scaling 　systems 　in　Korea　and 　Japan　were

originated 　frem　the　system 　of　the　Cheu　dynasty．

1 ．は じめ に

　8 世紀以前 の 朝鮮半島や 日本 にお け る 「も の

さ し」に つ い て は 、永 い 間、良く判 っ て い なか っ

た 。 しか し、最近 に な っ て 古韓尺 と名付 け る尺

度（26．7cm 程度）が 、古墳や寺 院、宮殿址 な ど の

コ ン ピ ュ
ー

タ
ー
解析 に よ っ て 帰納的 に復元 され

た
D
。 しか も、こ の 古韓尺 は 韓国の 6 世紀の 遺

跡 ・南山新城の 石碑
2）

や 日本の 8 世紀 に編纂さ

れ た出雲風 土記
3｝、さらに 11 世紀 の 三 国史記 に

記 載 され た新羅 王 京記 事
4）な ど か ら文 献的 に も

検証 され た。

　そ の 上 、古代 の 朝鮮半島の 土地制度す なわ ち

結負制が こ の 古韓尺 を媒体 とし て 各種古文献か

ら復元 され た。そ の 結果、結負制 が十進 の 土地

計量 制 度 、 すなわち井 が 10 結、結 が 100負、負

が 10 束 、 束が 10 把 の 体系 と っ て い た こ とも判

明 した 。

　古代 の 東 ア ジア に お い て は、井は 1里 四方 で

あ り 、 里 は 300 歩で あ る か ら 、 束は 9 平方歩 （3

歩 X3 歩） と計算 され る 。 した が っ て 、結負制

は 基 本 土 地計測単位 と し て 、すな わ ち量 田歩 と

し て 3 歩 を用い て い た。 こ こ に歩は 6 古韓尺 で

＊ 受 付 2005 年 10 月 24 日 　 ＊ ＊ 会 員

　 E−mai 王： arai
−hiroshi＠jcom．home ．ne ．jp

〒 229 −1122 相模原 市横 山 2−14−6、韓国国立 慶尚大学　招聘教授

計 量 史研 究 28−1 ［31］2006

一3一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Society of Historical Metrology, Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Soolety 　of 　Hlstorloal 　Metrology 厂　Japan

あるか ら、結負制 は次 の ように要約 され る。

　古韓尺 ＝26．7cm、歩 ＝　26．7cm 　X 　6＝1．60m 、量

田歩二1．60m × 3＝4．80m 、里 ＝1．60m × 300 ；

480m 、束 ＝23．0   、 井＝230，000   。

　
一

方 、古代 日本 の 土 地制度 、すな わ ち代制 は

そ の 単位 ・東代の 面積 が 23．0   で あ っ た こ と以

外 に は詳細が判 っ て い なか っ た。 し か し、東代

の 面 積が 結負制 の 束の 面席 と正 確 に
一

致 し 、単

位 の 漢字名称まで
一致す る こ とに なっ た。 こ の

一
致は 日本 の 代制 が 朝鮮半島の 結負制 に起源 を

持 っ こ とを強 く示 唆す る
5）

。

　 も しそ うで あ るな ら、量 田歩（4．80m ）の 単位が

日本の 大型 古墳の 築造計画 に も用 い られ て い た

証拠が あ るか も知れ ない 。その よ うな観 点か ら、

形状の 良 い 古墳や発掘 に よ っ て 調 べ られて い る

古墳 に つ い て 検討 し て み た。

　 そ の 結果、こ れ ら古墳 の 計測値 は い ずれ も量

田尺 の 完数に よ っ て 良 く適合 し た 。 例 え ば 、最

大の 古墳 で あ る仁徳 天皇 陵 は ち ょ う ど長 さが

100 量 田歩で あ り、続 く古墳 も 90 量 田歩 、75

量田歩、60 量 田歩な どに
一

致 した
6）
。

　 上記 の 考察を踏 ま え、こ の 論 文 で は 古代東 ア

ジ ア に お ける土地計量制度 の 変遷 に っ い て 議論

す る こ とに し た。なぜ な らば中国の 古文献 の 禮

記 に 、周代の 長 さ計測 シ ス テ ム が、8 尺 1 歩 、

す なわち周の 歩 は 20cm × 8＝1．60m とあ り、こ

の 数値が 結負制 と代制の 歩 に 完全 に
一

致 し た か

らで ある。

2 ．古韓尺の 事例

　 2．1 古韓 尺で作 られた代表的な建造物

　古韓 尺 （26．7cm）とは、数多 くの 古墳 、寺院 、

宮殿址な どか ら帰納的に コ ン ピ ュ
ー

タ
ー解析 に

よ っ て復元 され た 尺度で あ る 。 古韓尺 に よ っ て

作られ た代表的 な建造物 の 事例 を表 1、表 2、表

3 に示 す
L） 6）

。

表 1　 法隆寺建 物の 柱 間実測値

建物 項 目 古 韓 尺実測値

（cm ） 尺数 尺長
金 堂

五 重塔

回 廊

初重側 柱狭 間

初重側 柱広 間

初重内陣廻 り

初重外 陣柱問
上 重両端の 間

上重側 面 中間

上重中央中間

初重 中央間

初重端間
二 重 中央
二 重端間

三重 中央

三重端 間

四重中央
四重端 間
五 重

桁行 ・梁行

216．4323
．2323
．5216
．0188
．6296
．9309
，0266
．7187
．7241
．9162
．5214
．8134
．5187
．9106
．9161
．7375
．0

8．012
．012
．08
．07
．011
．011
．510
．07
．09
．06
．08
．05
，07
，04
．06
．014
．0

27．0526
．9326
．9627
．0026
．9426
．9926
．8726
．6726
．8126
．8827
．0826
．8526
．9026
．8426
．7326
．9526
，79

表 2　 高句 麗集安 の 将軍 塚 実測値

建物 項 目 実測値 古 韓 尺

（m ） 尺 数 尺 長
石 積墳 基壇辺長 32．512027 ．08
石 積墳

一壇辺 長 29．611026 ．91
石 積墳 二 壇辺 長 26．710026 ．70
石 積墳 三壇 辺長 24．19026 ．78
石積墳 四壇 辺長 21．58026 ．88
石 積墳 五壇 辺長 18．97027 ．00
石 積墳 六壇 辺長 16．16026 ．83
石 積墳 七壇 辺長 13．45026 ．80
石積墳 最上 壇辺 長 8．03026 ．67
石室 縦 ・横長 5．32026 ．50

表 3　慶州皇龍寺 の 柱 問実測 値

建物 項 目 古 韓 尺実測値
（cm ） 尺数 尺長

九 重塔
金 堂

講 堂

柱 問
身舎桁行 梁行

庇 出

桁行

梁行

315．7500
．3342
．5546
．2397
．0

12．019
．013
，020
．515
．0

26．3126
．3326
．3526
．6426
．47

城 の 石 碑 、日本の 8 世紀 に編纂され た出雲風 土

記や 11 世紀 に編纂 され た三 国史記 の 新羅王京

に関す る記 事か らも検証 されて い る。

2．2　古韓尺 を示す代表的な文献

古韓尺 は 、朝鮮半島の 6 世紀 の 遺跡 ・南山新

2−2− 1 南山新城の 石碑 2）

韓国の 慶州 の 南 に位置す る南山 新城は 3．7 キ
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ロ メ
ー トル の 城壁 に 囲まれた 山城 で あ る。そ こ

か らは 、城壁の 工 事 に 関す る石 碑 が 8 個出土 し

て い て 、そ の 内の 3 個 に城 壁工 事 の 分担距離に

つ い て 次 の よ うな記 載が ある 。

　第 1 碑　受　十
一

歩三 尺 八寸 （IO．5 歩）

　第 2 碑 　受作　七 歩四 尺 　　（7．0 歩）

　第 3 碑 受作 廿
一

歩 　
一

寸 （19．0 歩）

　 そ の 城壁 は厚 さが数 メ ー トル あ り、し か も曲

が りくね っ て い る が、例 えば 21 歩 1 寸 とある よ

うに 、 そ の 長 さに比 較 し て
、 最小 単位の 表示 が

あ ま りに も細かす ぎる。 しか も、そ れ らの 3 碑

の 数値の 間 に は 、相互 に簡 単な整数比 関係 、す

な わ ち 10．5 ：7．0 ： 19．O の 関係 があ る。した が っ

て 、それ らは あ る尺度す なわ ち古韓尺 か ら晋尺

（24．3cm）に 、次の よ うに換算 され た も の に違 い

な い 。

　第 1 碑　　69．8 × 24．3 ／（10．5× 6）＝26．8cm

　　　　　　　　（69．8＝11× 6十 3．8）

　第 2 碑 46．0 × 24．3 ／（7．OX6 ）＝26．6cm

　　　　　　　　 （46．0＝7× 6一ト4．0）

　第 3 碑 126．1× 24．3 ／（19．0× 6）＝26，9cm

　　　　　　　 （126．1＝21 × 6一ト0．1）

こ れ らの 3 碑 の 計算 した 旧尺 の 値 は古韓尺 に 良

く
一

致 して い る 。

　2−2−2　出雲風 土記
3）

　733 年 に編纂 され た出雲風 土記 は 出雲地 方 の

詳細 な地 勢に つ い て 述 べ て い る 。 も しそ の 記載

の 里 程 を忠実に辿れ ば、今 日 の 詳細 な地 図 を復

元 で き る ほ ど で あ る 。

　た だ し、そ の 出雲風 土記 に は、次 の よ うな全

く奇妙 な 里程の 記載 が あ る。

　 出雲郡〜佐雑村　　 13 里 64 歩

　神 門郡家〜蔭山 　 　 5 里 86 歩

　神 門水 門 周 　 　 35 里 74 歩

　 こ れ らの 里程記載 も南山新城 の 場合 と同様

に あま りに も精 しす ぎる。 し たが っ て それ らも

他 の 尺度 か ら換算 され た 可能性が 高 い
。 そ の よ

うな観点 か ら数値 を検討す る と 、 そ して 次に示

す よ うに 、古い 古韓尺 か ら新 しい 天平尺 （天平尺

＝ 唐尺）に換算 した計算式 を得る 。

　古韓尺 の 歩 ； 天 平尺 の 歩／0．881

　上 記の 計算式 か ら、も し天 平尺 を 30cm とす

るな ら、古韓尺は 26．4cm と導か れ る 。 換算結果

を表 4 に 示す。

表 4 　 出雲風土記 の 距離記載 と古韓尺 の 里

天平尺 歩 古
皇
尺 率

意宇郡家〜母 理 郷 39里 190歩 11，89045 里 0．881
意宇郡 家〜楯縫郷 32里 180歩 9，78037 里 0，881
嶋根郡家〜方結郷 20里080歩 6，08023 里 0．881
嶋根 郡家〜千 酌駅 17里 180歩 5，28020 里 0，88
出雲郡 家〜杵築郷 28里 060歩 8，46032 里 0，881
出雲郡 西 門江 周 3里 148歩 1，0584 里 0．882
出雲郡

〜佐雑村 13里 064歩 3，96415 里 0．881
神門郡

宀〜蔭山 5里 086歩 1，5866 里 0．881
神門水門 周 35里 074歩 10，57440 里 0．881

飯石 郡
〜與曾紀村 28里 060歩 8，46032 里 0．881

仁多郡家〜遊記山 37里 000歩 11，10042 里 0．881
出雲郡 一〜郡西堺 13里 064歩 3，96415 里 0．881
黒 田駅 〜千酌駅 34里110歩 10，31039 里 0，881

　2−2−3　三国 史記
4）

　 11 世 紀 に編 纂 され た 三 国 史記 は新 羅 王 京 の

方格に つ い て 、 長 3
，
075 歩 、 広 3

，
018 歩 と述 べ

て い る。 こ の 数値 は 10 里（3 ，
000 歩）の 方格 に道

路幅 を加 えた 状況 を示 唆 して い る。
一

方、新羅

王京 の 方格 の 1 区 の 長 さは 、最近 の 考古学 的な

調査 に よ っ て 、160m と与え られ て い る。 した

が っ て 、
こ の 160m は 直接 100 歩 に対応 し て い

て 、そ の 関係 か ら 1 歩 は 1．60m 、1 尺 は 26．7cm

と計算 され る 。
こ の 長 さは古韓尺 に 良く

一
致 し

て い る 。 図 1 は 古韓尺 に よ っ て 復元 され た 新羅

王 京 の 方格図 を示 す 。

図 1　 古韓尺 に よ る新羅 王 京 の 方格 図
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3 ．朝鮮半島の結 負制 と日本の代 制
5）

　朝鮮 半島 にお い て は 、実際農地 面積を ベ ー
ス

と した 頃 畝制 と収 穫量 に べ 一
ス を置 く結負制が

同時 に行わ れ て い た こ とが 知 られ て い る 。 しか

し、高麗時代以前 の 実 面積 に つ い て は 、明 らか

に され て い な か っ た。それ は主 と して 基本文献

で ある文宗量 田法 の 記載 （『高麗史』巻 78、食

貨 1） に誤記 が あ っ たか らで ある 。

　 し か し
、

こ の 誤 記 は 高麗図経を参照する こ と

に よ っ て修正 され 、量田 歩は 3 歩、結 は 33 量 田

歩 の 方格で 定義され て い た こ とが 判 っ て い る。

これ は結が 100 歩 （99 歩）の 方格 、す なわ ち 1

頃で あ っ た こ と を示 し て い る。

　 残 され た疑問 はなぜ 結を 33 量 田歩 の 方格 と

する よ うな複雑な 体系を導入 し た か で ある。そ

の 回答 は崔致遠の 書い た崇福寺 の 碑文に あ っ た。

そ こ で は結が 9，000 歩 と見な されて い たか らで

ある。す なわ ちも、結は 1000 束で あ る か ら、束

は 9 歩 とな り 量 田歩 （3 歩） の 平方 となる か ら

で あ る。 こ の こ とは 結 は 高麗時代 には 頃 と
一

致

する よ うに な っ た が 、新羅 時代 に は異な っ て い

た こ とを意味す る。

　 よ く知 られて い る よ うに 、古代 中国 で は 、井

は 1里 四 方 の 面積 、す なわち里 は 300 歩で あ る

か ら 90，000 平方歩 で あ っ た。したが っ て 、井 は

10 結 に
一

致す る。こ の 結果 は結負制が十進 の 土

地計量体系、すなわち井 が 10 結 、 結が 100負 、

負 が 10 束、束が 10 把 で あ り 、 束すな わ ち量 田

歩平方が 、古代結負制 の 基本 の 単位 で あ っ た こ

とを明瞭に 示 して い る。

　以 上の 議論か ら、朝鮮半 島の 結負制 は次 の よ

うに要 約 され る 。

　古韓尺 ；26 ．7cm
、 歩 ＝26．7cm × 6＝1．60m 、量

田 歩 ＝1．60mx3 ＝4．80m 、里 ＝ 1．60m × 300 ＝

480m 、束 ＝23．0   、井＝230，000   。

　
一

方、古代 日本 の 土地制度すなわち代制 はそ

の 単位 ・東代の 面 積 が 23．0   で あ っ た こ とは

判 っ て い た がそ の 他 の 詳 細は 不 明 で あ っ た 。 し

か し、今 で は束代 の 面 積が結負制 の 束 の 面席 と

正確 に
一致 し、単位の 漢字名称ま で

一
致す る こ

とが 判 っ た 。 こ の
一

致は 日本の 代制が 朝鮮半島

の 結負制に 起源 を持 つ こ とを強 く示唆す る。

4 ．量田 歩 で計画 され た大型古墳

　 も し 日本 の 代 制 が 朝鮮 半島 の 結 負制 に起源

が ある とす る な ら、量 田歩（4．80m ）の 単位が 日本

の 大型古墳 の 築造計画 に も用 い られ て い た証拠

が あ るか も知れ な い
。 そ の よ うな観点 か ら、形

状 の 良い 古墳や発掘 に よ っ て 調 べ られ て い る古

墳に つ い て 量 田 尺 で 照合 し て み た。そ の 結果 、

こ れ ら古墳の 計測値 は 、い ず れ も量田尺の 完数

に 良 く適合 した。例 え ば、最 大古墳で ある仁徳

天皇陵は 、ち ょ うど長 さが 100 量 田歩 で あ り、

続 く古墳 も 90量 田歩 、 75量 田歩 、 60 量 田歩な

どに
一

致 し た 。 日本に お け る第 28 位 ま で の 大型

古墳に つ い て 、表 5 に結果 を示す 。

5 ．古代 東ア ジア に お け る土 地計 量体系の 変遷

　中国 の 古文献 で あ る禮記 には 、 周代 の 長 さ計

量体系は周 尺 の 8 尺 が 1 歩で あ っ た とあ る 。 そ

の 原 文は 次の 通 りで あ る 。

禮記　王 制篇

　  古者 以周 尺 八尺 為歩

　  今以周 尺 六 尺 四寸 為歩

　  古者百 畝 当今東 田 百 四十六 畝三十歩

　  古者 百 里 　当百 二 十
一

里 六 十歩四 尺 二 寸

　　 二 分

　 こ れ を訳 せ ば 禮記 の 時点 で   古代 の 周 歩

（周 尺 8 尺）が今 の 6 尺 4 寸で 、   周の 100 畝

は今の 146畝 30 歩で あ り、  周 の 100里 は 今

の 121里 60 歩 4 尺 2 寸 2 分．とな る。

　 した が っ て 、  と  は 8 周尺 か ら今の 6．4 尺

へ の 換算 と考 え られるが 、これ らは相互 に
一

致

し て い な い 。何故 な らば 、これ は孔廣St　7） が 指

摘 した よ うに、6．4 尺 は 6．6 尺 の 誤記で あ り、 も

しそれ に従 うな ら、  の 計算結果 は 121 里 63

歩 4尺 2寸 2分 とな り 、 わずか な違い は あ るが 、

非常に 良く
一

致す る 。

　禮記 は
一

般 に秦 か 前漢に 書か れ た と見 られ

て い る。 した が っ て 、こ こ で 示 され た今の 尺 は
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表 5　 量田歩で 築 造 され た 大型 古墳 （単位 ：m ）

28位まで の 大型古墳名称 墳丘 長 歩 量 田歩 計算値 誤差

大仙陵古墳 （伝仁徳陵） 486 300 100 480 ・6
誉田御廟 山古墳 （伝応神陵） 430 270 90 432 ＋2
石 津 ミサ ン ザイ 古墳 （伝履中陵）

造山古墳

362360 225225 7575 360360 ・20

河 内大塚古墳 335 210 70 336 ＋ 1

見瀬 丸 山古墳 318 200 320 ＋2

渋谷 向 山古墳 （伝 景行陵）

土師 ニ サ ン ザイ古墳

作山古墳

仲ツ 山古墳 （伝 仲津媛 陵）

28928828628618018018018060606060288288288288・10

＋2
＋2

箸墓 古墳 275 170 272 ・3
ウワ ナ ベ 古墳 255 160 256 ＋ 1
行燈 山古墳 （伝崇神 陵）
室宮 山古墳

岡
ぐ サ ン ザイ古墳 （伝仲哀 陵）

240238242 150150150 505050 2402402400
＋20

西殿 塚古墳 （伝 手 白香 皇女陵）

宝来 山古墳 （伝 垂仁 陵）

太 田 茶臼 山古墳 （伝継体 陵）

メ ス リ山古墳
市 ノ 山古墳 （伝 允恭 陵）
誉 田 墓山古墳

2242252262242272261401401401401401402242242242242242240
−1
・20

−30

佐紀石 塚 山古墳 （伝成務陵）

ヒシ アゲ古墳 （伝磐之媛陵）

西 陵古墳

215215214 135135135 454545 216216216 00

＋2

築山古墳
太 田 天神 山古墳

外 山茶 臼山古墳

津堂城 山古墳

208210208208130130130130 2082082082080
−200

漢尺 （：23．5cm）で あ っ た はずで あ る。そ の た め 、

周尺 は 23．5cm × 6．6 ／8 の 計算か ら 19．4cm とな

る。

　周 尺に っ い て は、周代 の 遺物か ら、呉 大澂
8）

は 19．6cm 、呉承洛
9＞
は 19．8cm と復元 して い る 。

こ こ で 、周 尺を 19．8cm とすれば 、上 記の 議論か

ら中国にお ける古代土 地計量体系は 次の よ うに

要約 され る。

　 周尺 ； 19．8cm 、周歩 ＝ 1．585　m 、周里 ＝ 476　m 、

周井 ＝ 227，000   、周頃 ＝ 25，100  

こ れ らの 結果 は 、朝鮮半島の 古代結負制や 頃畝

制に良 く
一致 して い る 。 そ の 一致 は朝鮮 半島の

結負制 と頃畝制 が 中国の 古代土地 計量 体系 に起

源 を持 っ こ とを示 す 。 そ の 結果 、 東 ア ジア の 土

地 制度の 変遷 図は 図 2 に示 す よ うに整理 で き る 。

7 ．結論

1 ． 日本 の 古代 土地 制度 で ある代制は 、朝鮮半

　　島 の 土地 制 度で あ る結負制 に完全に
一致 し

　　て い る 。
こ の

一
致 は 日本 の 代制が 古代朝鮮

　　半島 の 結負制 に起源 を持 つ こ とを強 く示 し

　　て い る 。

2 ．中国の 古文献 ・禮記 に よれ ば 、 周 代 の 歩は

　　1．585m 、里 は 476m
、 井は 227

，
000   そ し

　　て 頃 は 25，100   で あ っ た 。

一方、古代朝鮮

　　半島の 結負制 と頃畝制 で は 、歩は 1．60m 、

　　里 は 480m 、井 は 231，000   な らび に頃 は

　　25
，
600   で あ っ た。こ の 類似性 もまた 、朝

　 鮮半 島の 土地制度が 周代の 中国土地制度 に

　　起源 を持 つ こ とを強 く示 し て い る。

計量 史研究 28−1 ［31］2006
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中国田制 朝鮮半島田制 （頃畝制 ・結負制 ） 日本 田制
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図 2　 古代ア ジ ア の 土地制度の 変遷 図
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